
平成 27 年度後期 授業評価アンケートの実施結果概要について 

                     

１．実施･回答概要 

（１）実施対象科目   全学部・研究科の平成 27 年度後期開講全科目 

            （但し、通年科目を含み、集中講義は対象外） 

  

（２）実施期間     平成 28年 1月 19 日～平成 28 年 2 月 1 日 

 

（３）実施方法     Ｗｅｂシステム（全学ポータルサイトからリンク設定）を利用 

 

（４）質問項目     全学部・研究科で統一の質問項目（選択式８問、記述式１問） 

            具体の質問項目は「２．回答結果」参照 

 

（５）実施科目数    1,506 科目（内 学部※1,186 科目） 

 

（６）回答数      16,160 件（内 学部※15,484 件） 

            ※「学部」は全学共通教育科目と学部専門科目の合計 

 

２．回答結果 

【設問１】あなたの授業への出席率はどの程度でしたか？ 

 

 
 

 「全学平均」において、「ほぼ 10 割」「８割程度」の回答が９割を超す結果であった。中でも理学部・医学科・看護学

科・生活科学部は９割 5分を超えている。学士課程においては、全ての理系学部で「ほぼ 10 割」が 8割を超えており、

文系学部と比較して出席率が高い傾向がうかがえる。 

 

 

 



【設問２】この授業の１コマに関連して行った授業時間外学習は、平均するとどの程度でしたか？ 

 

 

 

 「２時間程度」以上を選択している割合が、前期・後期博士課程では４割以上であるのに対し、学士課程において（医

学部を除く）は、その半分の２割をも下回る結果となっている。また、学部平均では「ほとんどしていない」が 3 割 5

分を超えている結果となっている。 

 

 

 

【設問３】この授業の学習に意欲的に取り組みましたか？ 

 

 

 

 前期・後期博士課程においては、「強くそう思う」「そう思う」の回答が８割を超える結果に対し、学士課程においては

７割弱であった。また、「全くそう思わない」「そう思わない」との回答が前期・後期博士課程においては３％に満たない

回答に対し、学士課程においては 1割前後となっている学部（共通教育を含む）があった。 

 

 

 

 



【設問４】この授業が到達目標としていた知識・技能が身についたり、この授業が扱った問題に対する 

認識が深まったりしたと思いますか？ 

 

 

 

前期博士（修士）課程においては、「強くそう思う」「そう思う」の回答が９割弱なのに対し、後期博士（博士）課程で

は学士課程平均と同じ７割強と２割の開きが出た。学士課程においては医学科で「強くそう思う」の回答が３割を超えて

いる。共通教育では「全くそう思わない」「そう思わない」の回答が約 8.8％と高い率であった。 

 

 

 

【設問５】担当の先生は授業の準備を十分にしていたと思いますか？ 

 

 

 

 前期・後期博士課程においては、「強くそう思う」の回答が５割を超えているのに対し、学士課程では３割超の結果と

なっている。また、学士課程においては「全くそう思わない」「そう思わない」の回答が４％を超えている学部（共通教

育を含む）があり、全学平均では３％の結果となっている。 

 

 

 



【設問６】授業はシラバスの趣旨に沿って行われていたと思いますか？ 

 

 

 

 前期博士（修士）課程においては、「強くそう思う」「そう思う」の回答が９割を超えた。また、後期博士（博士）課程・

学士課程においても「強くそう思う」「そう思う」で８割近い回答があった。「全くそう思わない」「そう思わない」は全

学平均で２％程度の回答であった。 

 

 

 

 

【設問７】授業の内容は理解できましたか。 

 

 

 

前期博士（修士）課程においては、「よく理解できた」「理解できた」の回答が８５％程度の回答に対し、学士課程にお

いては、経済学部・工学部において７割以下の結果となっている。また、「全く理解できなかった」「あまり理解できなか

った」の回答については、前期・後期博士課程では３％に満たなかったが、学士課程においては学部平均で７％、約１割

近い回答があった学部もあった。 

 

 



 

【設問８】この授業の受講は、あなたにとって有意義でしたか？ 

 

 
 

前期博士（修士）課程においては、「非常に有意義」「有意義」の回答が９割近くに上った。学士課程においては、「非

常に有意義」「有意義」の回答が約７割～８割の結果となった。特に医学科・生活科学部においては８割を超えている。

また、「全く有意義でない」「あまり有意義でない」については、全学平均で７％程度の回答であった。 

 

 

 


